第１部会（行政推進）第５回部会概要

日　時　　平成１９年６月１５日（金）午後６時３０分～午後８時３０分

場　所　　登別市役所　第３委員会室
司会進行　平部会長
出席者　　平秀里　合田美津子　石亀裕　鈴木道雄　須田諒子　田中寛志

事務局　　伊藤総務部次長　二階堂総括主幹　宮崎企画主幹　千葉企画主査

議　題　　１．外部評価について
　　　　　２．フォーラムについて
１．外部評価について（主な意見）
◇全体会議で、各委員の発言を聞いていて感じたことだか、市民自治推進委員会が市民の代表であると考えている人がいるようだ。我々は市民の代表ではなく、１市民としての参加であることを委員に徹底しなければならない。
◇市民自治推進委員の中には、外部評価を行政に押し付けられたと考えている人もいるようだが、まちづくり基本条例の中で市民自治推進委員会が行うこととして明文化されている。我々が外部評価の実施を提案したことを理解してもらいたい。

◇外部評価の目的は理解するが、適正な評価ができるか不安である。議会との関連もどう考えればよいのか。

◇市民自治推進委員会は、まちづくり基本条例に基づき認められた組織であり、権限を持った会である。入口論でなく、どんどん話し合いを進めたい。外部評価についても、早く実行して言いたいことを言い合うべきだ。

◇外部評価に自分が関わることによって、行政が変わってくれればと考えている。市の説明を聞くと、役所的な考え方だと思う。例えば配食サービスは配食サービスを受けていた人の意見を聞いたのか。行政の一方的な評価に感じる。

◇外部評価は我々に与えられた権限であるので、当然やるべきである。素人が行うことに不安や疑問はあるが、やってみて身に付けていくもの。意見の食い違いは出てくるが、様々な葛藤を乗り越え作り上げるもの。
◇事務事業の内容を熟知していなければ、市民自治推進委員会が独自で外部評価のシステムを作ることは難しい。

　行政が作った評価調書に肉付けしていく方法になると思う。

２．市民フォーラムについて（主な意見）

　◇当初は、議会が開催するフォーラムの前に開催したいと考えていたが、外部評価や、条例など新たにやることが出てきたので、市民フォーラムの開催は遅れる。年度内に開催と考えている。
　◇市民自治とはなんなのか、皆さんが共有できるようなフォーラムをやりたい。議会とのつながりは来年度以降で良い。市民、議会、行政の信頼づくりが大切。

３．決定事項

　◇外部評価の方法は、市が作成する内部評価の調書をもとに、事務事業の内容を確認し・精査して、評価を導き出す方法とする。これを運営委員会に第１部会の意見として出すこととする。

　◇以下の事務事業にしぼって、実際に評価してみる。

　　（１）職員厚生等経費（被服費）

　　（２）職員研修等経費

　　（３）職員提案

　　（４）国際交流推進事業

　　（５）中学生海外派遣事業

　　（６）地域情報化推進事業

　　（７）市民ニーズアンケート調査事業

　◇次回の第１部会は、７月２０日（金）１８：３０からとし、「地域情報化推進事業」と「市民ニーズアンケート調査事業」を評価してみる。

４．その他

　◇上記の７つの評価調書については、部会開催前に事前勉強を各委員が行うため、市で作成ししだい、平部会長に渡してもらいたい。

　◇次回の司会は鈴木委員が担当。
